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若松海保だより

海上保安友の会情報誌

洞
海
湾
に
も
風
薫
る
さ
わ
や
か
な
季
節
が
訪

れ
、高
塔
山
の
ツ
ツ
ジ
も
見
頃
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

友
の
会
の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
若
松
海
上

保
安
部
を
応
援
し
て
頂
き
、誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

四
月
期
の
定
期
異
動
に
よ
り
、若
松
海
上
保

安
部
長
を
含
む
約
半
数
の
職
員
が
交
代
し
ま

し
た
。転
入
し
て
き
た
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

若
松
海
上
保
安
部
長

第第第５号

国
境
離
島
の
対
馬
に
所
在

す
る
比
田
勝
海
上
保
安
署

か
ら
異
動
し
て
き
ま
し
た
。

若
松
は
４
回
目
の
勤
務
で
、

何
か
と
思
い
出
が
あ
る
部
署

で
す
。

寺本由紀夫
出
身
は
広
島
県
熊
野
町
、自
宅
は
東
京
、前
任

地
は
神
戸
で
す
。

九
州
勤
務
は
唐
津
、佐
世
保
と
3
回
目
と
な

り
ま
す
。

「
感
謝
」
、「
謙
虚
」
、「
礼
節
」
を
忘
れ
ず
、地

域
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、地
域
を
愛
し
、皆
様

か
ら
信
頼
さ
れ
る
保
安
部
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

友
の
会
会
員
の
皆
様
、

若
松
海
上
保
安
部
長

と
し
て
4
月
3
日
に

着
任
し
ま
し
た
寺
本

由
紀
夫
で
す
。

鈴木直之 若
松
海
上
保
安
部
次
長

若
松
に
最
初
に
勤
務
し
た
の
は
、平
成
５
年
４
月
で
し

た
。宿舎

近
く
の
大
正
町
商
店
街
は
安
く
て
美
味
し
い
も

の
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。我
が
家
の
家
計
を
助
け
て
も

ら
っ
た
の
を
良
く
憶
え
て
い
ま
す
。

若
松
の
街
並
み
は
、大
正
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
風
景
で
、何

度
訪
れ
て
も
素
敵
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

国
定
公
園
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
若
松
北
海
岸
や
高

塔
山
か
ら
若
戸
大
橋
を
見
下
ろ
す
眺
望
な
ど
魅
力
的

な
景
色
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
ね
。

こ
の
若
松
で
再
び
勤
務
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
し
っ
か
り
、頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、皆
様
と
触
れ
合
う
機
会
も
た
く
さ
ん
設
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

着

任

挨

拶

1



女性海上保安官

ラジオＣＭ作成中

港
内
交
通
管
制
室
長

上田哲次

友
の
会
会
員
の
皆

様
、は
じ
め
ま
し
て
。

4
月
1
日
付
で
若

松
港
内
交
通
管
制

室
室
長
を
拝
命
し

ま
し
た
上
田
と
申

し
ま
す
。

入
庁
以
来
、ず
っ
と
七
管
区
内
で
勤
務
し
て
お
り
ま

す
が
、若
松
で
の
勤
務
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、幼
少
期
か
ら
10
歳
ま
で
を
本
町
三

丁
目
で
育
ち
、若
戸
大
橋
を
徒
歩
で
渡
り
、若
松
駅

の
Ｓ
Ｌ
転
車
台
を
ボ
ー
ッ
と
眺
め
、遠
足
や
松
明
行
列

へ
の
参
加
で
幾
度
も
高
塔
山
に
登
っ
た
こ
と
な
ど
、大

昔
の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

若
松
港
内
交
通
管
制
室
で
は
、若
松
航
路
・奥
洞
海

航
路
に
お
け
る
船
舶
の
航
行
管
制
を
二
四
時
間
、三

六
五
日
休
ま
ず
行
い
、船
舶
の
事
故
防
止
の
一
躍
を

担
い
日
々
努
め
て
い
ま
す
。

因
み
に
、若
松
港
口
・牧
山
・二
島
に
管
制
信
号
を

表
示
す
る
電
光
板
が
あ
り
ま
す
が
、基
本
的
な
意
味

と
し
て
「
Ｉ
」
入
航
船
は
入
航
可
、「
０
」
出
航
船
は
出

航
可
、な
ど
様
々
な
意
味
を
持
っ
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

文
字
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。ご
存
じ
な
い
方
は
、一

度
調
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

皆
様
と
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

川上良平
管
理
課
長

２
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警
備
救
難
課
長

荒木賢紀

こ
の
度
、
3
月
15
日
付
で
若

松
海
上
保
安
部
管
理
課
に
着
任

し
ま
し
た
川
上
と
申
し
ま
す
。

七
管
区
で
勤
務
し
て
三
八
年

に
な
り
ま
す
が
、
初
め
て
の
若

松
海
上
保
安
部
勤
務
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

こ
の
た
び
、警
備
救
難
課
長
を
拝

命
し
ま
し
た
荒
木
で
す
。

前
任
地
は
、七
本
部
で
あ
り
、こ

れ
ま
で
門
司
・五
島
・下
関
・唐
津
・

佐
世
保
・対
馬
・福
岡
・七
本
部
と

渡
り
歩
き
、若
松
に
あ
り
ま
し
て
は
、

七
管
区
22
部
署
中
８
部
署
目
の
勤

務
地
と
な
り
ま
す
。（
七
本
部
は
除

い
て
お
り
ま
す
。）

若
松
勤
務
は
初
め
て
で
あ
り
、ま
た
課
長
職
も
初
め
て
と
い
う

こ
と
で
、年
甲
斐
も
な
く
公
私
と
も
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
業
務
を
行
い
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



海
上
保
安
庁
で
は
、毎
年
１
月
１
８

日
を
「
１
１
８
番
の
日
」
と
し
、「
１
１

８
番
」
の
重
要
性
を
よ
り
一
層
、多
く

の
方
々
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、周

知
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

若
松
海
保
で
も
「
Ｆ
Ｍ
エ
ア
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ひ
び
き
」
に
生
出
演
す
る

等
、周
知
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

女性海上保安官

ラジオＣＭ作成中

３

航
行
安
全
課
長

島田康平

活 動 報 告

１１８番周知活動

周知用ポスターを掲示して頂きました。
ご協力、ありがとうございます。

FMエアーステーションひびき

生 出 演

海でこんな事件／事故があったら・・・
「船が乗り揚げてしまった・・・」
「釣り人が流された・・・・」
「密漁している人がいる」
「海に大量の油が浮いているよ!」

「１１８番」は
海の緊急電話です。

１１８番ではこんな事を聞きます。
●「何」がありましたか?
●「場所」はどこですか?
●通報者は「誰」ですか?

間違い電話や
いたずら電話
はやめてくだ
さいね。

令 和 ４ 年 １ １ 月

第
十
一
管
区
海
上
保
安
部
か

ら
異
動
し
て
き
ま
し
た
島
田

で
す
。

第
七
管
区
で
の
勤
務
は
初
め

て
と
な
り
ま
す
。

若
松
は
若
戸
渡
船
な
ど
海
が

生
活
に
密
着
し
て
お
り
、海
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、海
に
安
全
に
親
し
め
る

よ
う
一
翼
を
担
い
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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北九州市立大学法学部との連携協力に関する覚書を締結

令和５年２月２２日（水）

令
和
５
年
２
月
22
日
、北
九
州
市
立
大
学

法
学
部
と
門
司
、若
松
の
両
海
上
保
安
部

は
、地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
と
社

会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
連
携
協
力
の
覚
書
締
結
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、海
上
保
安
部
職
員
に
よ
る
北
九

州
市
立
大
学
生
に
対
す
る
海
上
法
令
等
の

講
義
、巡
視
船
艇
の
体
験
航
海
や
職
場
見

学
及
び
北
九
州
市
立
大
の
講
師
等
に
よ
る

講
義
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

覚書を手に記念撮影する田村法学部長と両保安部長
於)_北九州市立大学北方キャンパス

北九州市立大学
法学部
田村部長

若松海上保安部
安里部長

門司海上保安部
玉越部長

令和４年度は２９校を訪問!「夢授業」を実施(^^♪

北
九
州
キ
ャ
リ
ア
教
育
研
究
会
が
管
内
各
小
中
高
校

と
と
も
に
開
催
し
て
い
る
「
夢
授
業
」
に
若
松
海
上
保

安
部
は
令
和
四
年
度
も
参
加
し
ま
し
た
。

「
夢
授
業
」
で
は
、若
松
区
、戸
畑
区
、八
幡
東
区
及
び

八
幡
西
区
に
所
在
す
る
小
中
高
校
に
職
員
を
派
遣
し
、

生
徒
の
皆
さ
ん
へ
当
庁
業
務
を
説
明
、映
像
等
を
見

て
頂
く
等
、理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
29
校
の
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、

令
和
５
年
度
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。担
当
者
は
、

将
来
、海
上
保
安
官
に
な
り
た
い
と
希
望
す
る
生
徒
さ

ん
が
沢
山
出
て
き
て
く
れ
な
い
か
な
・・・と
張
り
切
っ
て

い
ま
す
。

生徒さんに業務内容を説明しています。
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事件・事故に備えて、訓練にも励んでいます！

令
和
５
年
２
月
、若
手
職
員
を
対
象
と

し
た
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
操
船
慣
熟
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。今
後
も
訓
練
を
重
ね
、円

滑
な
業
務
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

令
和
５
年
３
月
、カ
メ
ラ
の
取
り
扱
い
を
中
心
と
し
た
鑑
識
業

務
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

講
師
は
、鑑
識
指
定
船
の
門
司
海
上
保
安
部
所
属
巡
視
船
き

く
ち
職
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

若
い
職
員
は
真
剣
な
眼
差
し
で
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
研
鑽
し
て
参
り
ま
す
。

ゴ ム ボ ー ト 操 船 訓 練

鑑識業務研修

心配蘇生法及びAE D取り扱い訓練

令
和
５
年
３
月
、心

配
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
取

扱
い
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

海
中
転
落
や
漂
流

事
案
等
を
想
定
し
、

定
期
的
に
訓
練
し
て

い
ま
す
。

訓
練
指
導
を
行
っ
た
の
は
、元
潜
水
士

の
救
難
係
長
で
す
。厳
し
く
て
、優
し
い

指
導
は
若
手
職
員
へ
の
技
能
伝
承
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

灯浮標への移乗訓練

令
和
５
年
３
月
、灯
浮
標
の
緊
急
事
故
復
旧
対
応
を
想
定
し

た
巡
視
艇
に
よ
る
移
乗
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。併
せ
て
、交
通

課
職
員
が
巡
視
艇
職
員
に
対
し
て
点
灯
の
仕
組
み
や
保
守
点

検
要
領
の
説
明
も
行
い
ま
し
た
。部
内
の
連
携
強
化
を
図
り
、

こ
れ
か
ら
も
航
路
標
識
保
守
業
務
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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白
洲
灯
台
は
、北
九
州
市
小
倉
北
区
藍
島
（
（
あ
い
の
し
ま
）
南

西
約
二
・五
キ
ロ
位
置
す
る
岩
礁
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

初
め
て
点
灯
し
た
の
は
、明
治
六
年
（
西
暦
一
八
七
三
年
）
九

月
一
日
で
す
。今
年
で
な
ん
と
、一
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

一
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
、北
九
州
市
立
若
松
図
書
館
の
ご
協

力
を
得
て
、白
洲
灯
台
の
模
型
や
パ
ネ
ル
等
を
展
示
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、友
の
会
の
皆
様
に
も
図
書
館
に
足
を
運
ん
で
頂
き
、「
白

洲
灯
台
」
の
建
設
に
携
わ
っ
た
先
人
の
崇
高
な
思
い
を
知
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

白
洲
灯
台
は
、ひ
と
り
の
先
覚
者
の
強
い
信
念
と
気
高
い
願
い

を
込
め
て
誕
生
し
た
他
に
例
を
み
な
い
灯
台
で
す
。そ
の
先
覚

者
は
「
岩
松
助
左
衛
門
」
と
い
い
ま
す
。助
左
衛
門
は
、文
化
元

年
（
一
八
〇
四
年
）
に
豊
前
国
企
救
郡
長
浜
浦
（
現
在
の
北
九

州
市
小
倉
北
区
長
浜
町
）
に
生
ま
れ
、一
八
歳
で
長
浜
浦
の
庄

屋
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
、響
灘
は
年
間
二
万
隻
も
の
舟
が
行
き
交
う
海
の
一
大

幹
線
で
し
た
が
、白
洲
周
辺
で
は
海
難
事
故
が
後
を
絶
た
ず
、

海
の
難
所
と
し
て
船
乗
り
か
ら
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。当
時
、

小
倉
藩
か
ら
「
難
破
船
支
配
役
」
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
た
め
、幾

度
と
な
く
海
難
救
助
に
向
か
う
助
左
衛
門
は
、事
故
の
悲
惨
さ

に
心
を
痛
め
、四
〇
年
に
わ
た
っ
て
勤
め
た
庄
屋
を
息
子
に
譲
り
、

白
洲
に
灯
籠
台
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
心
し
ま
す
。五
九
歳
の

時
、小
倉
藩
に
灯
籠
台
設
置
の
許
可
を
得
る
も
、灯
籠
台
建
設

は
あ
く
ま
で
も
個
人
事
業
で
あ
り
、建
設
資
金
の
募
集
活
動
も

思
う
に
ま
か
せ
ず
、岩
松
家
の
全
財
産
を
投
じ
、莫
大
な
借
金
も

抱
え
た
上
に
、幕
末
の
世
情
な
ど
に
も
翻
弄
さ
れ
ま
す
。事
業
は

一
時
頓
挫
す
る
か
に
見
え
ま
し
た
が
、燃
え
る
執
念
は
消
え
る

こ
と
な
く
、苦
節
八
年
、明
治
三
年
（
一
八
七
〇
年
）
七
月
に
よ

う
や
く
基
礎
工
事
の
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、明
治
政
府
が
助
左
衛
門
の
事
業
を
知
り
、国
の
事

業
と
し
て
灯
台
建
設
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、明
治
六

年
（
一
八
七
三
年
）
九
月
六
日
に
西
洋
式
灯
台
と
し
て
完
成

し
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、助
左
衛
門
は
灯
台
の
完
成
を
み

る
こ
と
な
く
、前
年
の
明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
四
月
二
五

日
、六
九
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

明
治
六
年
に
設
置
さ
れ
た
初
代
の
白
洲
灯
台
は
、イ
ギ
リ
ス

人
技
師
リ
チ
ャ
ー
ド
・ヘ
ン
リ
ー
・ブ
ラ
ン
ト
ン
が
設
計
し
た
、ケ

ヤ
キ
、ナ
ラ
の
堅
材
で
骨
組
み
し
良
質
の
ヒ
ノ
キ
、ス
ギ
で
構

成
さ
れ
た
木
造
四
角
形
の
も
の
で
し
た
。

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
、老
朽
の
た
め
、上
部
鉄
造
り

下
部
石
造
り
の
灯
台
に
建
て
替
え
ら
れ
、今
日
ま
で
助
左
衛

門
の
魂
と
と
も
に
航
海
の
安
全
を
願
い
つ
つ
、光
を
灯
（
と
も
）

し
続
け
て
い
ま
す
。

白
洲
灯
台
の
歴
史
◇

岩
松
助
左
衛
門
と
白
洲
灯
台

◇

助左衛門没１年後に完成の白洲灯台

白 洲 灯 台 の 要 目 と 位 置 図
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７

令和５年４月２４日（月） 海上保安友の会 情報誌 WAKAMATSU

若松海上保安部は、白洲灯台の１５０周年を
記念して、「灯台に関する俳句コンテスト」を
開催します。
灯台に関する思い出やイメージなどを「五・

七・五」の俳句に詠んで頂きたいと思います。

募集する対象者：小中高校生
募集期間：令和５年４月３日（月）～同年６月３０日1700まで（必着）
応募方法や応募規定等、詳しくは、若松海上保安部のホームページ
に掲載している「灯台に関する俳句コンテスト」募集の項目をご覧
ください。

_優秀作品は夏休み期間の白洲灯台１５０周年記念

イベントにて表彰します。

若松保安部SNSを新設しました。

Twitter（ツイッター）やYouTube（ユーチューブ）に若松

海上保安部の活動やお知らせを掲載しています。

若松海上保安部のHPからも見ることができますので、是非、

見て頂いて、楽しんでいただきたいと思います。

最近では若戸大橋橋梁灯の点検に立ち会った動画を

YouTube（ユーチューブ）に投稿していますが、日頃、見る

ことができない景色は足が竦むような感じを受けるかもしれま

せんよ。



海
上
保
安
庁
の
教
育
機
関

海
上
保
安
大
学
校
は
、
海
上
保
安
庁

の
幹
部
職
員
を
養
成
す
る
教
育
機
関
で

す
。
広
島
県
呉
市
に
あ
り
ま
す
。

海
上
保
安
学
校
は
、
現
場
業
務
に
即

応
で
き
る
海
上
保
安
官
を
育
成
す
る
教

育
機
関
で
す
。
京
都
府
舞
鶴
市
に
あ
り

ま
す
。

うみまると児童

巡視艇基地
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海上保安官採用サイト

海 上 保 安 官 募 集

試験名 受付期間
（受験案内HP掲載日）

第1次試験日 第１次試験
合格者発表

第2次試験日 最終合格者
発 表

海上保安大学校
学生採用試験
海上保安大学校（本科）

8/24（木）
～9/4（月）
（6/14（水））

10/28（土）
および

10/29（日）

12/8（金） 12/15
（金）

2024/1/18
（木）

海上保安官
採用試験
海上保安大学校
（初任科）

3/1（水）
～3/20（月）
（2/1（水））

6/4（日） 7/5（水） 7/11（火）
～

7/19（水）

8/15（火）

海上保安大学校_採用試験日程_2023年度

海上保安学校_採用試験日程_2023年度

試験名 受付期間
（受験案内HP掲載日）

第1次
試験日

第１次
試験
合格者
発表

第2次試験日 最終
合格者
発 表

船舶運航システム課程

7/18（火）
～7/27（木）

（6/14（水））

9/24
（日）

10/11
（水）

10/17（火）
～10/26（木）

11/21
（火）

情報システム課程

管制課程

海洋科学課程

航空課程

10/17（火）
～10/26

発表：11/21（火） 2024/
1/18
（木）第３次試験日

12/2（土）
～12/12（火）

海上保安学校学生
採用試験（特別）（１０月期）
船舶運航システム課程のみ

3/1（水）～3/8（水）

（2/1（水））

5/14
（日）

6/2
（金）

6/7（水）
～

6/28（水）

7/28
（金）

海
上
保
安
学
校
学
生

採
用
試
験
（
４
月
期
）

本
年
度
も
若
松

海
上
保
安
部
は
、

海
上
保
安
官
募
集

活
動
を
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

友
の
会
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
海
上
保
安

官
募
集
活
動
に
ご

理
解
を
賜
り
、
ご

協
力
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
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※ 若松海上保安部ホームページは、随時、更新しています。
今後も、ホームページを通して若松の海に関する様々な情報を発信します。

若松海上保安部HP

若
松
渡
船
場
か
ら
若
松
港
湾
合
同
庁
舎
ま

で
、徒
歩
で
出
勤
し
て
い
る
と
街
路
樹
に
白
い

花
が
咲
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

「
ひ
と
つ
ば
た
ご
」
で
す
。

「
モ
ク
セ
イ
科
」
の
大
陸
系
植
物
に
属
す
る
そ

う
で
、別
名
「
ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
」
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

私
の
前
任
地
で
あ
る
対
馬
海
上
保
安
部
比

田
勝
海
上
保
安
署
の
管
内
に
は
、「
ヒ
ト
ツ
バ
タ

ゴ
」
の
国
内
最
大
の
自
生
地
が
あ
り
ま
し
た
。

波
穏
や
か
な
日
に
は
、ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
花
が

海
面
に
白
く
映
る
こ
と
か
ら
、「
海
照
ら
し
（
う

み
て
ら
し
）
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

国
境
離
島
の
対
馬
市
は
、「
市
の
木
」
と
し
て

指
定
し
、自
生
地
し
て
い
る
上
対
馬
鰐
浦
地
区

で
は
、毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
、開

花
に
合
わ
せ
て
「
ひ
と
つ
ば
た
ご
祭
り
」
を
開

催
す
る
等
、地
元
の
方
に
愛
さ
れ
て
い
る
樹
木

で
す
。

こ
こ
若
松
で
も
「
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
」
が
街
路
樹

と
し
て
、鮮
や
か
な
白
い
花
を
咲
か
せ
て
、私
達

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
感
激

し
、清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

「
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
」
の
花
言
葉
は
、「
清
廉
」
だ
そ
う

で
す
。「
清
廉
」
を
辞
書
で
ひ
く
と
「
心
が
清
ら
か
で
、

私
欲
が
な
い
こ
と
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
そ
う
あ
り
た
い
な
。」
と
思
う
と
、一
層
、真
っ
白
で

雪
の
よ
う
な
花
が
眩
し
く
映
り
ま
す
。

新
年
度
も
若
松
海
上
保
安
部
は
新
メ
ン
バ
ー
で
精

一
杯
、頑
張
り
ま
す
。

ど
う
か
、友
の
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、変

わ
り
の
な
い
ご
支
援
、ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

若
松
海
上
保
安
部

次
長

鈴
木
直
之

若松港湾合同庁舎前で撮影

令和４年５月、上対馬鰐浦地区
「ひとつばたご祭り」の様子

編
集
後
記
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